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12
日
㈰　

�

河
川
清
掃
・
広
場
整
備

26
日
㈰　

�

地
区
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー

9
日
㈯　

交
通
安
全
教
室

24
日
㈰　

祇
園
祭
（
社
前
祭
）

31
日
㈰　

�

地
区
フ
ァ
ミ
リ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
日
㈯　

納
涼
盆
踊
り
・
夏
祭
り

7
日
㈰　

区
民
体
育
祭

28
日
㈰　

地
区
体
育
祭

1
日
㈭　

防
災
の
日

４
日
㈰　

区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

19
日
㉀　

敬
老
会

25
日
㈰　

地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

22
日
㈯　

ふ
れ
あ
い
祭

23
日
㈰　

地
区
民
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

6
日
㈰　

区
有
林
巡
視

26
日
㈯　

高
尾
祭

27
日
㈰　

モ
デ
ル
区
地
域
防
災
訓
練

4
日
㈰　

地
域
防
災
訓
練

23
日
㈷　

地
域
づ
く
り
講
座

23
日
㈷　

コ
ミ
セ
ン
大
掃
除

1
日
㈷　

新
年
拝
賀
式

7
日
㈯　

初
寄
り
合
い

8
日
㈰　

出
初
め
式

★�

都
合
に
よ
り
日
程
の
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

行

事

予

定

今後の5
月

8
月

11
月

9
月

12
月

7
月

6
月

10
月

1
月

22
日
㈰　

区
民
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー

29
日
㈰　

地
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
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平
成
28
年
度
御
殿
場
区
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
、
上
町
10
組
の
佐
藤
廣
行
で
す
。

　

平
成
28
年
度
区
役
員
一
同
、
御
殿
場
区
の

益
々
の
発
展
を
願
い
諸
問
題
に
対
し
、
一
生

懸
命
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参
る
、
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

夏
に
は
『
御
殿
場
』
の
地
名
の
由
来
と
な
っ

た
、
家
康
公
御
殿
造
営
4
0
0
年
の
記
念
事

業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
吾
妻
太
鼓
、

山
車
の
巡
行
、
武
者
行
列
、
蹴
鞠
、
鷹
匠
、

絵
馬
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

4
0
0
年
の
節
目
の
年
を
祝
い
、
区
民
皆

さ
ん
で
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
区
役
員
一
同
に
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
十
八
年
度　

区
長　

副
区
長
で
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。区 長

佐藤　廣行
副区長
鈴木　政吉

副区長
坪井　信夫
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役　　　　　　　　　職 氏 　 　 　 名 備　　　　　　　考

地 域 づ く り 活 動 委 員 長 佐　藤　廣　行 区 　 　 　 長

　　　　　〃　　　　　副委員長 坪　井　信　夫 副　　　 区　　　 長

地域づくり活動副委員長（館長） 鈴　木　政　吉 副 　 区 　 長

地域づくり活動主事 ･コミセン主事 日比野　一　義 主 事

地域づくり活動副主事（会計） 髙　橋　信一郎 副 主 事 ･ 会 計

地 域 づ く り 活 動 副 主 事 木　村　政　文 副 主 事

〃 杉　浦　　　隆 〃

地 域 づ く り 活 動 委 員 杉　山　敏　一 協 　 議 　 員

〃 小宮山　富　雄 〃

〃 長谷川　清　藏 〃

〃 鈴　木　　　宰 〃

〃 井　上　秀　幸 〃

〃 勝　又　　　亨 〃

〃 井　上　昭　彦 〃

〃 喜　讀　敏　春 〃

〃 水　野　　　功 氏 子 総 代 会 長

〃 勝　又　治　彦 部 農 会 長

〃 佐　藤　芳　江 婦 人 会 理 事・ 会 計

〃 高　村　ちよ子 婦 人 会 支 部 長

〃 大　石　安　男 第 一 長 寿 会 会 長

〃 阪　本　春　治 第 二 長 寿 会 会 長

〃 村　瀬　佑　介 体 振 総 務 部 長

〃 杉　山　慎　介 中 学 校 支 部 長

〃 前　原　徹　也 子 ど も 会 支 部 長

〃 余　田　只　一 吾 妻 太 鼓 保 存 会

〃 中　村　文　子 管 　 理 　 人

〃 内　田　佳　宏 相 　 談 　 役

〃 青　山　修　二 ボ ー イ ス カ ウ ト

平成28年度　コミセン運営委員紹介
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役　　　　職 氏　　　　名
区 長 佐　藤　廣　行
副 区 長 坪　井　信　夫

〃 鈴　木　政　吉
防 災 部 長 増　倉　俊　助
協 議 員 杉　山　敏　一

〃 小宮山　富　雄
〃 長谷川　清　藏
〃 鈴　木　　　宰
〃 井　上　秀　幸
〃 勝　又　　　亨
〃 井　上　昭　彦
〃 喜　讀　敏　春

区 事 務 員 杉　浦　　　隆
長 寿 会 第 一 支 部 大　石　安　男
長 寿 会 第 二 支 部 阪　本　春　治
婦 人 会 支 部 長 髙　村　ちよ子
婦人会支部長（上町） 白　井　温　工
婦人会支部長（仲町） 渥　美　節　子
婦人会支部長（下町） 喜　讀　ちず子
保 護 司 石　川　芳　裕
身 障 者 の 会 小　松　末　雄
民 生 委 員 坪　井　真由美

〃 杉　浦　重　子
〃 中　根　　　章
〃 青　柳　輝　希
〃 白　井　温　工

地 域 安 全 推 進 員 石　和　勘　次
地 区 体 育 振 興 会 田　村　友　和

〃 木　村　正　弘
地区体育振興会理事 杉　山　敏　一
区 体 振 総 務 部 長 村　瀬　佑　介
区 体 振 会 計 部 長 池　　　博　晃
区 体 振 器 材 部 長 小　西　博　之
消 防 部 長 鈴　木　修　司
消 防 委 員 杉　山　和　広

〃 鎌　野　純　一
〃 天　野　克　也

役　　　　職 氏　　　　名
部 農 会 長 勝　又　治　彦
交通安全協会分会長 小宮山　富　雄
交 通 指 導 員 藤　 田　誠太郎

〃 杉　山　　　寿
中 学　 支 部 長 杉　山　慎　介
子 ど も 会 支 部 長 前　原　徹　也
上 町 田　代　　   学
仲 町 冨　原　　　守
杉 仲 天　野　弘　善
下 町 池　田　純　司
御 殿 場 の な か ま 勝　又　　　忠
B S 団 長 青　山　修　二
市 会 議 員 神　野　義　孝
財 産 区 議 員 池　谷　博　文

役　　　　職 氏　　　　名
氏 子 総 代 会 長 水　野 　　　功
氏 子 総 代 池　谷　博　文

〃 小宮山　利　和
〃 石　和　勘　次
〃 高　村　静　雄
〃 杉　村　勇　男
〃 平　川　愼　一
〃 荒　井　　　譲
〃 余　田　只　一

御 加 締 横　山　満　成
〃 石　井　翔　太
〃 長谷川　雅　俊

古 世 話 人 井　澤　秀　俊
〃 佐　藤　祐　一
〃 船　登　　　良
〃 小　野　瑛　生
〃 土　屋　喜　史

当 世 話 人 益　田　一　成
〃 飯　田　力太郎
〃 野　村　隆　雅
〃 朝　倉　亮　介

平成28年度　役　員　紹　介

吾

妻

神

社
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三年ぶりの吾妻神社大祭にて蹴鞠奉納

蹴鞠開始前

蹴鞠披露の様子

整地された蹴鞠を行う鞠庭

観覧者と蹴鞠体験

　

4
月
３
日
、
吾
妻
神
社
大
祭
と
蹴
鞠
（
け

ま
り
）
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
殿
場
は
鎌
倉
時
代
に
は
、
源
頼
朝
が
神
明

宮
に
て
蹴
鞠
を
し
た
と
伝
わ
る
蹴
鞠
ゆ
か
り
の

地
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
御
殿
造
営
の
命
が
下
さ
れ
て
か
ら

四
百
周
年
を
記
念
し
、
東
京
の
千
代
田
蹴
鞠
研

究
保
存
会
の
皆
様
が
蹴
鞠
奉
納
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　

蹴
鞠
の
ル
ー
ル
は
、
鹿
皮
を
縫
い
合
わ
せ
た

鞠
を
蹴
っ
て
蹴
り
手
が「
ア
リ
ャ
」「
ヤ
ウ
」「
オ

ウ
」
の
か
け
声
と
と
も
に
鞠
を
蹴
り
、
落
と
さ

な
い
よ
う
に
す
る
遊
び
で
、「
和
を
以
て
貴
し

と
な
す
」
の
思
想
を
重
視
し
、
勝
ち
負
け
は
な

い
そ
う
で
す
。

　

鞠ま
り
び
と人

が
鞠
を
囲
む
よ
う
に
車
座
と
な
り
、
華

麗
な
脚
さ
ば
き
に
、
観
覧
者
か
ら
は
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
蹴
鞠
は
、
8
月
7
日
㈰
夕
方
、
夏

祭
り
の
時
に
、
新
橋
浅
間
神
社
に
て
、
家
康
公

御
殿
造
営
四
百
年
祭
の
記
念
事
業
と
し
て
、
神

社
境
内
に
て
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
覧
無
料

（
雨
天
時
、
南
小
体
育
館
）

報告祭
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穂
見
神
社
境
内
に
は
、楓
（
か
え
で
）

と
椿
（
つ
ば
き
）
が
合
体
し
た
「
縁
結

び
の
木
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
神
社
は
、「
保
食
神
（
う
け
も

ち
の
か
み
）」、
商
売
繁
盛
・
豊
作
、
家

内
安
全
、
開
運
豊
作
の
神
と
し
て
、
手

厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
神
社

の
階
段
を
上
っ
た
左
側
に
、
縁
結
び
の
木
が
あ
り
ま
す
。

　
「
立
て
札
」
に
は
、

　

縁
結
び
の
木
（
良
縁
、
恋
愛
成
就
）
と
楓
の
木
が
結
ば
れ
た
木
（
椿
）

　

い
つ
結
ば
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
椿
の
木
は
少
な
く
と
も
樹
齢

百
五
十
年
を
経
過
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

椿
は
、
十
一
月
の
誕
生
花
で
、
花
言
葉
に
「
理
想
の
愛
」、「
女
性
ら
し

さ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
も
み
じ
の
手
（
楓
）
で
、
長
年
に
亘
り
風
雨

に
耐
え
、
椿
を
優
し
く
包
み
込
み
、
力
強
く
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
楓
の
色
づ
く
十
一
月
に
結
ば
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
、
多

く
の
人
々
が
集
う
高
尾
山
穂
見
神
社
の
例
大
祭
の
時
期
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
縁
起
を
想
像
す
る
と
、
縁
結
び
の
お
札
に
託
し
て
良
縁
祈
願
せ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。�

高
尾
山　

穂
見
神
社

　

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
日
に
、
こ
の
「
縁
結
び
の
木
」
を
撫
で
た
女
性
が
、
後
日
、
子

供
が
授
か
り
ま
し
た
と
、
嬉
し
そ
う
に
氏
子
に
、
ご
報
告
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

縁

結

び
の
樹

みなさんの身近な話題を
お待ちしています

（コミセン事務　電話 : 82－9364）

コ ンミ

広

セ

場

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置しました

　このたびコミセンの、玄関正面の上がり口左側にAED（自動体外式除細動器）を設置しました。
AEDは事故や病気などで心肺停止になり、ポンプ機能を果たさなくなった心臓に電気ショックを与
え、正常な状態に戻す装置です。
　コミセン、近隣地域住民の皆様、また当コミセン周辺に通りかかられた方々の万が一の事態に備え
たいという想いから、AEDを設置いたしました。
　コミセン周辺で万が一の緊急事態の際には、ご遠慮なくご利用くださいますよう案内申し上げます。


